
   

痛いところに 

両手を当てたことから  

  

手当てという言葉が 

生まれたそうだ 

今の手当てとは違い 

病気を治す力はないけど  

両手で痛みを包むこと  

それを 『てあて』 と 

昔の人はそう呼んだ 

医学が発達したこの時代 

人が最期に望むこと 

立ち向かえなかった病気も 

立ち上がれない絶望も 

すべて忘れさせてくれる 

 
  

 

それはそれは、あたたかな 

心を包む両手の温もり  


